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株式会社アイエムエスは着磁のスペシャリスト
集団だとお聞きしています。 事業内容を具体的に
教えてください。

吉野⽒︓
弊社のこだわりといえば“着磁” です。 主に永久磁⽯を磁
化するための装置を⼿掛けており、マグネットを作るた
めに必要な着磁ヨーク （着磁するための治具）や特殊な
電源を扱っています。 あとはご要望によって省⼒化する
ための⾃動機を⼿掛けさせていただくこともあります。
それともう⼀つ、当然ながら着磁した後にはマグネット

世界で唯一の測定器だからこそ、
シミュレーションとの相乗効果が期待できる。

株式会社アイエムエスは、主に永久磁⽯を磁化するための装置を開発から設計、製作まで⼿掛
けられており、マグネットを作るために必要な着磁ヨーク（着磁するための治具）や特殊な電源
を扱っています。また、着磁したマグネットがどう磁界を発しているのか、品質の検査に必要
な磁界の測定器も製作されています。

株式会社アイエムエス
創業以来「着磁のスペシャリスト」として、
磁気応⽤製品の先端技術開発を⽀え続けています。

ができ上がるので、そのマグネットがどういった磁界を
発しているのか、品質の検査に必要な磁界の測定器も製
作しています。

株式会社アイエムエス
代表取締役
吉野 隆之⽒
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まさに着磁に特化した技術集団ですね。 こだわっ
ているポイントなどはありますか。

吉野⽒︓
⾮常にニッチな業界であることを活かし、価格競争では
なく、技術競争に価値を⾒出す企業でありたいというこ
とです。 事実、オンリーワンかナンバーワンの製品でな
いとラインナップには加えないというこだわりを持って
製品開発に取り組んでいます。 少数精鋭部隊ながらも、
⽇々様々な努⼒をし、開発から設計、製作までのすべて
を⾃社で⾏っています。 さすがに板⾦や機械、樹脂など
の加⼯品は外注していますが、それ以外は全て⾃社でま
かなっており、基板設計やソフトウェアの制作も社内で
⾏っています。

開発から製作まですべて⾃社で⾏っているとい
うことですが、主⼒製品はどのような製品です
か。

吉野⽒︓
世界で唯⼀の測定器、MTXです。 3次元の磁気ベクトル
分布を測定することができます。 似たような製品はあり
ますが、センサ⾃体が異なることと、弊社独⾃の 「磁気
センサ⾃動位置決め機能」や 「⾓度補正機能」の特許技
術を加味しているので、他社では作れないレベルの⾼精
度な測定器になります。
具体的には、マグネットの近接磁界がどのようになって
いるのかを3次元の磁気ベクトル分布で⾒ることができ
ます。 つまり、シミュレーションで得られた3次元の磁
気ベクトル分布が実測と合っているかどうかを確かめら
れるのです。 そんな測定器は MTXしかありません。
モータの実機評価に加えて、着磁状態がシミュレーショ
ン結果と合致しているかを確認するためにはこういった
測定器が必要となります。
また、最近は⾃動⾞のステアリングやシフトレバーのよ
うに、磁気で位置を検出するものが増えています。 それ
らは磁気ベクトルを利⽤しているため、磁気の強さだけ
ではなく⽅向まで重要になります。 そのお陰もあり、こ
の⼗年くらい急激に需要が伸びており、様々なところか
らお引き合いをいただいています。

測定とシミュレーションをうまく組み合わせて
使われているのですね。

吉野⽒︓
そうですね。 シミュレーションが実機と合わない場合、
実機を正と考えます。 解析が合わない理由は、シミュレー
ションで物理現象を⾒逃しているか材料特性を⾒逃して
いるか。 では、どこを直せば実機と近くなるのか、要因
を分析、検証することで、シミュレーションのノウハウ
を蓄積していくことができます。 シミュレーションの精
度を少しずつ上げながら、より実機に近い解析ができる
ように改良できるというのは、弊社の強みでもあります。

3次元磁界ベクトル分布測定装置
MTX Ver.6

【いつ、誰が測っても同じ測定が可能】
3次元磁気ベクトル分布を⾼精度で測定できる唯⼀無
⼆のマグネットアナライザーMTX、測定値の再現性・
信頼性の低い従来のマグネットアナライザーの弱点を
克服しました。
正確な3軸磁気ベクトルを測定できる1チップ3軸磁気
センサ搭載の磁気プローブ、磁気センサの測定位置決
めを⾃動で⾏う特許技術、センサの傾きを⾃動補正す
る特許技術を備えたハイエンドモデルです。
もう磁気センサの位置決めを⽬視で⾏なう必要はあり
ません。
磁場解析ツールとの⽐較のためには、⾼精度な実測値
が必要です。
MTXはそのようなお客様に選ばれ続けております。

YouTubeで動画をご覧いただけます。
https://www.youtube.com/watch?v=53MlT2K0yEw
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JMAG 解析結果

MTX 実測結果

経験に基づいた技術を伝承する。そして、新しいアイディアへ。

JMAGを導⼊いただいたきっかけを教えてくだ
さい。

吉野⽒︓
着磁の世界は短時間のうちに⾼電流を流して⾼磁界を発
⽣させるので、とても危険な作業です。 そのような危険
を伴うことも、先代の頃から全て経験で⾏ってきました。 
⽇本の伝統芸能と同じく、特に数式や数字があるわけで
もなく、先輩の経験を受け継いで作ってきました。 つま
り、弊社のノウハウは「これだったらこういう⾵にすれ
ばできそうだ」という経験則でしかなかった。 私が着磁
ヨークを学んだのも、⾊々失敗しながら⾃分で覚えてい
くという経験によるものです。
その経験を科学の⼒で数値化してくれるというのは、⼤
変メリットが⼤きいです。 私たちが経験で 「こういう⾵
にした⽅がいい」としてきたものが、シミュレーション
によって 「正解だった」ということが確認できました。 
経験の正しさをちゃんと数値化し、若い世代に伝えるこ
とができたのです。
着磁ヨークの設計を教えるのはとても難しく、例えばコ

イルの巻き数にしても 「何で2ターンじゃなくて3ターン
なんですか︖」とか 「4ターンじゃダメなんですか︖」
とか聞かれても、昔は経験からぱっと⾒て 「これ2ター
ンじゃ弱いから3ターンにしよう」みたいな感じで具体
的には答えられなくて。 それが今は、シミュレーション
で2ターンの場合と3ターンの場合と4ターンの場合を解
析して、どれがベストかというのを数値で確認すること
ができます。 とても伝えやすくなっていっていると思い
ます。
もちろん、MTXを持っていますから3次元での測定はで
きます。 今まで作った着磁ヨークの3次元測定データを
次のヨークの肥やしにするという作業もしていました。
しかし、それは個⼈のノウハウにしかならないので、シ
ミュレーションのデータを蓄積して残せるというのは⼤
きなメリットになるのです。 また、その中で使い慣れて
くると、⾃分でも⾊々試⾏錯誤しながら新しい形のもの
を作って、それが今までの形よりも効率がいいとか経験
を積むきっかけにもなってくれています。 私の時代は作
らなければ経験にならなかったのが、今は解析を回せば
経験になってくるというところが圧倒的に違います。

解析結果と実測の⽐較(径⽅向成分・３軸合成値・ベクトル)
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仮想的に作る。 そしてやり直す。 新しい時代です
ね。 いいことしかないように思いますが、デメ
リットはありますか。

吉野⽒︓
解析がないと物が作れない⼈になってしまうのはデメ
リットです。 それが怖いのは、解析がすべて正しいと思っ
てしまうことです。
シミュレーション解析だって⼊⼒の値を間違えれば、異
なった結果になります。 経験が豊富な⼈であれば、「この
解析結果はおかしいだろう」とわかるところも、それが
分からなくてスルーされてしまう場⾯はよく⽬にしま
す。 解析結果を鵜呑みにして  「これなら着磁できる」と
お客様に PRしてお仕事を頂き、いざ作ってみたら全然
できないみたいなこともありました。 何が原因なのか振
り返ると、解析の⼊⼒値がそもそも間違っていたのです
よね。経験のある⼈が⾒れば  「これはありえないでしょ」
という明らかな結果でも、やはり経験がないとそこには
気付けないのです。
その中でも解析があることが若い⼈にとっては⾃信に
なっています。 ⾃分が設計したものがいざ着磁が⼊らな
かったら相当の負担を感じますから。 解析を回したら⼤
丈夫だったという事実が、後押し的な意味合いで助かっ
ていると思います。 また、新しいものをひらめいた時に
も解析でそれが証明されると  「⼀回作ってみようか」と
いうことにつながっています。 今までは、コスト⾯での

ハードルもあり、新しいことを考えてもなかなか実際に
作って試そうというところまではいきませんでした。

設計の精度⾯で⾒た場合、トライアンドエラー
の回数は減っているでしょうか。

吉野⽒︓
経験がものを⾔っていた時代は、着磁ヨークを10種類も
20種類も作って、その中でベストなものを選んで、量産
に適⽤することもありました。 でもそれは、⼩型の着磁
ヨークならば、数万円くらいで安く作れたからです。
でも今は⼩型モータの製造は海外が主流になり、⽇本で
製造されるモータは、⾼価なモータばかりになってしま
いました。 サーボモータや⾃動⾞に使われる駆動⽤モー
タ、ロボット⽤の⾼性能モータは⼤型なので、着磁ヨー
ク⼀台が数⼗万から数百万クラスになります。 それを何
台も作って試してみましょう︕というのは、正直許され
なくなっています。 ⼀発勝負なので、解析で⾊々なパター
ンを作って最適なものを提案する必要があります。 営業
としては、検討結果を⾒せられるようになったというの
は⼤きいですね。

現⾏品からの改善案件

お客様現⾏品 MTX 実測
課題︓着磁率向上

JMAG による最適化
ベスト形状の決定

ベスト形状品 MTX 実測
着磁率向上に成功

JMAG 導⼊事例 株式会社アイエムエス
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課題を乗り越えて、常にチャレンジする。

JMAGを導⼊していいただいてからの苦労エピ
ソードなどはありますか。

岩瀬⽒︓
最初は着磁ヨークのモデルを作って、そこから磁界を発
⽣させるというところまで、ひたすらサポートの⽅に教
えていただきました。 2次元の⽴ち上げはあっという間
でしたが、着磁解析は2次元では満⾜できないので、3次
元の過渡解析にトライする必要がありました。 この3次
元過渡応答解析結果と実機との合わせには特に苦労しま
した。 着磁電源を繋いだ電流値の計算まで合わせようと
するとうまくいかず、様々な実験・考察を繰り返してき
ました。 弊社独⾃の解析⽅法の確⽴ができたのも、この
苦労の賜物だと思います。

JMAGには材料データが2テスラくらいまで⼊っています
が、実際には8テスラ、10テスラの世界なので、線形の
まま持っていっていいのかはわかりません。 あと、渦電
流が今のところ合っていないので、それも課題です。
実際にマグネットの⼊るところに磁気測定器を置いて実
際の磁場を測定すると、解析通りの磁場が出ていました
が、その磁場の強さであれば飽和するはずのマグネット
が飽和しませんでした。 原因は、渦電流がマグネット内
に発⽣し、その反磁場で着磁磁界を遮蔽しているとしか
考えられませんでした。 それを確かめるために、マグネッ
ト側に渦電流が発⽣しない⼯夫を施して実験をしてみる
と、⾒事に着磁されました。 つまり、実験結果は渦電流
が原因であることを指し⽰していますが、同じような状
況を解析上で再現しようとすると、なかなか上⼿く⾏き
ません。 この件も引き続き追いかけていこうと思ってお
りますが、私たちは常に利益を出さないとなりませんの
で、ある程度割り切ってシミュレーションを使⽤するこ
とも重要だと考えています。

JMAGのサービスに対する印象はいかがでしょ
うか。

岩瀬⽒︓
そうですね。 サポートの⽅には⾊々質問させていただき、
具体的なやり⽅を教えていただきました。 技術資料もた
まに⾒ています。 参考にしてみてうまくいかなかったら、
また模索して、それでもわからなかったらサポートに相
談して、またやり⽅を変えていくということを繰り返し
ています。

現在の課題を教えてください。

吉野⽒︓
未だに着磁は極限状態の世界です。 

株式会社アイエムエス
技術
岩瀬 嵩⽂⽒

JMAG 導⼊事例 株式会社アイエムエス
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⽇常業務でそのような現象まで⼊れて計算する
のは費⽤対効果的に合わないと思います。 そう
いった課題があった場合は、私たち JMAGも巻
き込んでいただければ⾊々なご提案できると思
います。 ぜひご活⽤ください。
話は変わりますが、JMAGの社内教育はどのよ
うにされているのでしょうか。

吉野⽒、岩瀬⽒︓
社内独⾃のチュートリアルのようなものを作ってあるの
で、それを⾒せながら OJTをしていく感じです。

脈々と受け継いでいただきありがとうございま
す。

吉野⽒︓
JMAGは機能が多すぎて覚えきれないので。（笑）未だに
コイルの巻き数や抵抗値は回路で⼊⼒する巻き数と同じ
だっけ︖フルモデル分だっけ︖みたいな。不安になると、
簡単で速く計算できるモデルを使って、フルモデルと部
分モデルの両⽅の解析を回して確かめたりしています。

今後 JMAGで取り組んでみたいことはあります
か。

吉野⽒︓
今まさにやろうとしているのが着磁ヨークの破壊です。
着磁ヨークは仕様上どうしても壊れてしまうことがある
のですが、すぐに壊れるのは困ります。
ものすごく磁場がかかって⼤量の電流が流れるので、瞬
間的に何百キロという⼒が電線にかかるのです。それを
樹脂材でモールドして抑えているのですが、その樹脂材
の厚みをいくらにすればいいのか、というのを経験則で
はなく数値化していきたいと考えています。瞬間的な
ローレンツ⼒は計測が難しいので JMAGでローレンツ⼒
を解析し、それを実験器具で同じ⼒を出した時に樹脂が
割れるか割れないかみたいな評価をしていきたいです。
あとは JMAGだけだと難しいのかもしれないですが、熱
解析もやっていきたいと思っています。着磁ヨークは瞬
間的に何⼗度も上がるのでヒートサイクル試験をやって
いるようなもので、それによって樹脂が劣化し電線が動
くようになると絶縁が破壊されてしまうのです。できる
だけ壊れないように作りたいという思いがあり、そのた
めに今後も JMAGを活⽤できればと思います。
そういった新しいチャレンジをしていくというのがうち
の会社のいいところです。

ぜひ JMAGでお⼿伝いさせていただければと思
います。これからもよろしくお願いいたします。

会社名︓
設⽴︓

所在地︓
代表者︓

事業内容︓

URL︓

株式会社アイエムエス
1990 年（平成 2 年）
東京都⼋王⼦市北野町 522-3
代表取締役 吉野 隆之
磁気関連製品の設計・製作・販売
各種⽣産機器の設計・製作・販売
各種測定器・検査機器の設計・製作・販売
その他、ユーザーに基づき各種装置の設計・製作
https://ims-jp.com/
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